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children's home calendar 2021~
「
週
末
の
釣
り
で
大
盛
り
上
が
り
！
」

ホ
ー
ム
か
ら
徒
歩
5
分
の
貯
水
池
で
魚
釣
り
。

こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
、
ホ
ー
ム
の

外
に
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
大
イ
ベ
ン
ト
！

釣
っ
た
魚
は
揚
げ
て
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
上
達
し
て
い
ま
す
！
」

雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
ホ
ー
ム
内
で
子
ど
も
た

ち
が
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
基
礎

練
習
を
繰
り
返
し
て
い
る
効
果
も
あ
っ
て
、
め

き
め
き
上
達
し
て
い
ま
す
。

「
暑
季
に
入
り
、
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
！
」

こ
ん
な
時
は
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
か
じ
っ
て
暑
気
払
い
に
！

「
タ
イ
の
お
正
月
」

タ
イ
の
お
正
月(

ソ
ン
ク
ラ
ー
ン)

を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
で
祠

の
お
掃
除
を
。
お
供
え
物
を
し
て
、
み
ん
な
で

手
を
あ
わ
せ
ま
す
。

「
子
ど
も
の
日
」

毎
年
1
月
の
最
初
の
土
曜
日
は
タ
イ
の
子
ど
も

の
日
、
ワ
ン
デ
ッ
ク
（
ワ
ン=

日
、
デ
ッ
ク

=

子
ど
も
）。

タ
イ
人
の
方
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
と
牛
乳
の
ご
寄

付
。
嬉
し
い
子
ど
も
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

「
イ
ン
ゲ
ン
収
穫
！
」

紫
イ
ン
ゲ
ン
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
植
え
て
お

世
話
を
し
て
結
果
が
出
て
、
さ
ら
に
そ
れ
が
美

味
し
い
食
事
に
繋
が
る
の
で
、
作
物
収
穫
の
作

業
は
と
っ
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

「
学
期
末
試
験
」

子
ど
も
た
ち
の
通
っ
て
い
る
学
校
が
や
っ
と
開

き
ま
し
た
。
バ
ー
ン
ロ
ム
サ
イ
は
集
団
生
活
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
話
し
合
っ
た
結
果
自
宅
学

習
を
続
け
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
長
い
お
休
み
に

入
る
前
の
学
期
末
試
験
の
み
学
校
の
教
室
を
貸

切
に
し
て
、
小
学
校
1
～
6
年
生
ま
で
が
試
験

を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
タ
イ
の
大
型
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「B

ig C

」
の
方
々
が
、
子
ど
も

た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

1月2月3月4月

写真日記はこちらから

11月12月

「
ロ
イ
ク
ラ
ト
ー
ン
」

コ
ム
ロ
ー
イ
（
天
燈
）
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
てhoshihana village

も
少
し
だ
け
ロ
イ
ク
ラ
ト
ー
ン
気
分
に
。

バ
ー
ン
ロ
ム
サ
イ
の
子
ど
も
達

今
年
も
色
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
！

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

タ
イ
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
抜
群
の
運
動
神
経
を
発
揮
す
る

メ
ー
。

「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」

学
校
へ
行
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
の
外
に
出
る
こ
と
さ

え
出
来
な
い
子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
何
か
変
化
を
、
と
い
つ
も

考
え
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
ベ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
自
分
た
ち

で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も

興
味
津
々
！

「
チ
ェ
ン
マ
イ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

卒
園
生
の
ナ
ッ
ト
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
美
術
学
科

を
卒
業
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
も
な
か
な
か
難
し

く
、
作
っ
た
も
の
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
た
り
、

日
雇
い
の
仕
事
を
し
た
り
し
な
が
ら
過
ご
す
日
々

で
し
た
。
初
め
て
人
前
に
作
品
を
発
表
す
る
良
い

チ
ャ
ン
ス
に
出
会
え
て
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

「
バ
ー
ン
ロ
ム
サ
イ
の
忘
年
会
」

年
末
に
身
内
だ
け
で
さ
さ
や
か
な
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
の
準
備
を
任
さ
れ
た
の
は
ニ
サ
ー
、
ア
ー
パ
イ
、
ネ
ー
ン
の

お
姉
さ
ん
3
人
。

飾
り
付
け
を
し
た
り
、
コ
ッ
ク
さ
ん
た
ち
と
食
事
の
相
談
を
し

た
り
、
催
し
物
の
順
番
を
考
え
た
り
、
準
備
を
が
ん
ば
り
ま
し

た
！
こ
の
日
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
も
男
女
に
分
か
れ
て
踊
り

の
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
お
料
理
も
堪

能
し
、
と
て
も
楽
し
く
て
美
味
し
い
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
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タイの 4 月は子ども達の大好きな水かけ祭り「ソンクラーン」が行われる、一年で
最も暑い季節です。本来タイの旧正月で、水をかけるのは敬意を払う意味を持ちます。
コロナ前は門にならんで道ゆく人々にバケツや水鉄砲で水をかけまくっていた子ど
も達でしたが、今年もホームの門は閉ざされたままでした。

…が、それでも元気いっぱい！バーンロムサイの子ども達は敷地の中でそれなりに
楽しんでいる様子。晴れた日にはベンさん達にせがんで裏の敷地に釣りに行ったり、
子ども達の菜園で作業をしたり。敷地の中でサッカーの練習も頑張っています。

ホームの食堂は引き続き閉鎖中。
財団やホシハナスタッフ分は
テイクアウト仕様に！卒園生の
ヌンやゲンが届けに来てくれます。

おかげさまでみんな元気です！

モン族出身の保父コムさんの山の知恵を活かした子ども達の菜園。門の左側まで拡張中。

ホームから裏の貯水池まで徒歩 5 分。
釣りには参加しない小さな子どもたちや
保母さんも一緒にちょっとした
ピクニック気分。

子
ど
も
の
日
に
い
た
だ
い
た

ド
ー
ナ
ッ
ツ
。
嬉
し
す
ぎ
！

週
末
、
男
の
子
は
サ
ッ
カ
ー
、
女
の
子
は

タ
イ
舞
踊
の
練
習
。
お
庭
の
砂
利
で
絵
を

描
い
た
り
暑
い
中
で
も
遊
び
に
余
念
が
な
い
。

平
日
の
リ
モ
ー
ト
授
業
は
ホ
ー
ム
の
図
書
館
で
。

 Banromsai Children's Home
コロナの影響を受けて 2 年半。
なかなかホームに日常は戻りませんが…

　 みんな元気です！

引
き
続
き
の
外
出
禁
止
。

敷
地
内
、
車
で
の
荷
物
運
び
も

大
喜
び
で
お
手
伝
い
⁉

イム、タイタン、ピーマイの
新しい生活

2016 年にチェンマイ市内のヴィエンピン国立孤児院からバーン
ロムサイへ来たイムとタイタン姉弟。少し遅れ 2017 年に末っ子
ピーマイも入園。ホームに来てから一度だけ母親と国立孤児院で
会いました。

その時はまだ経済力などの環境が整っていないとヴィエンピンが
判断し、引き続きバーンロムサイで預かることに。その後父母と
もに音信が途絶えていました。

今年になり、タイの東北部ウボンラーチャターニー県で新しい夫
とともに暮らしている母が、３人を引き取るだけの条件を満たして
いると国立孤児院の職員が詳しく調べ、徐々に準備が進められて
いましたが、本当の父親に関しては、養育は不可となった後音信
不通のままだそうです。

4 月 25 日、国立孤児院のスタッフが車で迎えにきました。

姉のイムは色々事情が分かっているだけに表情が硬く緊張気味で
す。

子どもたち全員で荷物を運び入れ、車に乗り込んだ３人とお別れ。

その後、国立孤児院で１泊してから、イムたちの他に親や親戚と
暮らすことになった３組の子どもたちとともに、車で出発。北部タ
イのプレー県、ウタラディット県、そしてペッチャブーン県とまわっ
てペッチャブーンのホテルで一泊。

一泊後、一気に東北地方のウボンラーチャターニー県へ向かう長
旅です。

車から降りるとお母さんと新しいお父さんが待っていて、お母さ
んは３人を抱きしめ号泣したそうです。

工事を請け負う人材をまとめる仕事を任されているお父さん。

家の前で食事を作って売ったり、オンラインでも物を売ったりして
働いているお母さん。

タイの、ごくごく普通の家の、普通の生活。

面倒見の良いイム８歳、いたずらっ子タイタン７歳、甘えん坊ピー
マイ ６歳。

母と一緒に新たな生活が始まります。

彼らにとってすてきな未来が開けることを祈っています！

5

宿泊先のホテルでリラックス

いたずらっ子のトゥンタオ（犬）との
別れを惜しむタイタン

写真日記はこちらからも
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